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二
〇
二
一
年
一
一
月
四
日
、
エ
チ
オ
ピ
ア
北
部
の
テ
ィ
グ
ラ
イ
州

で
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
と
テ
ィ
グ
ラ
イ
人
民
解
放
戦
線
（
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
）

の
間
で
生
じ
た
テ
ィ
グ
ラ
イ
戦
争
は
、
発
生
か
ら
一
年
を
迎
え
た
。

戦
争
発
生
直
後
に
は
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
は
、
同
戦
争
は
短
期
で
終
結

す
る
と
予
見
し
て
い
た
が
、
政
府
の
予
想
に
反
し
て
戦
争
は
一
年
と

長
期
に
及
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
戦
争
の
影
響
は
エ
チ
オ
ピ
ア
全
域
に

及
び
、
政
情
は
緊
迫
し
て
い
る
。

か
つ
て
の
同
志
が
対
立
を
深
め
る
ま
で

　

Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
が
結
成
し
た
テ
ィ
グ
ラ
イ
防
衛
軍
は
、
テ
ィ
グ
ラ
イ
州

で
昨
年
末
か
ら
政
府
軍
と
の
交
戦
を
繰
り
返
し
、
二
〇
二
〇
年
一
一

月
末
に
政
府
軍
に
一
度
占
領
さ
れ
た
州
都
メ
ケ
レ
を
、
二
一
年
六
月

二
八
日
に
奪
還
し
た
。
テ
ィ
グ
ラ
イ
防
衛
軍
の
勢
力
拡
大
に
よ
っ
て

政
府
軍
は
テ
ィ
グ
ラ
イ
州
か
ら
の
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
そ
の
後

政
府
軍
は
一
方
的
に
「
一
時
停
戦
」
を
発
表
し
た
。
テ
ィ
グ
ラ
イ
防

衛
軍
は
、
支
持
基
盤
と
す
る
テ
ィ
グ
ラ
イ
州
に
隣
接
す
る
ア
ム
ハ
ラ

州
と
ア
フ
ァ
ー
ル
州
に
も
侵
攻
し
、
政
府
軍
な
ら
び
に
民
兵
組
織
と

交
戦
を
繰
り
返
し
て
い
る
。

　

政
府
軍
が
テ
ィ
グ
ラ
イ
州
か
ら
撤
退
す
る
一
週
間
前
の
六
月
二
一

日
に
は
、
ア
ビ
ィ
政
権
初
と
な
る
国
政
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し

戦
争
中
の
テ
ィ
グ
ラ
イ
州
や
治
安
が
悪
化
し
た
複
数
の
州
の
一
部
で

は
選
挙
は
実
施
さ
れ
ず
、
結
局
全
五
四
七
議
席
中
四
三
六
議
席
の
み

が
争
わ
れ
、
ア
ビ
ィ
首
相
率
い
る
繁
栄
党
は
四
一
〇
議
席
を
獲
得
し

圧
勝
し
た
。
非
合
法
化
さ
れ
て
い
た
野
党
の
政
治
活
動
が
一
八
年
に

上
智
大
学
准
教
授

眞
城
百
華

東
ア
フ
リ
カ
の
大
国
エ
チ
オ
ピ
ア
が
揺
れ
て
い
る
。

か
つ
て
与
党
の
中
心
に
あ
っ
た
北
部
の
テ
ィ
グ
ラ
イ
人
勢
力
が
、

ア
ビ
ィ
政
権
と
対
立
を
深
め
、
当
初
は
地
域
限
定
的
だ
っ
た
紛
争
が
、

次
第
に
全
土
化
の
様
相
を
呈
し
て
き
た
。

い
ま
何
が
起
き
て
い
る
の
か
、
内
戦
の
構
図
と
経
緯
を
説
き
明
か
す
。

ま
き　

も
も
か　

津
田
塾
大
学
大
学
院
国
際

関
係
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
退
学
。

博
士
（
国
際
関
係
学
）。
専
門
は
エ
チ
オ
ピ
ア

史
、
ア
フ
リ
カ
研
究
。
著
書
に
『
エ
チ
オ
ピ
ア

帝
国
再
編
と
反
乱
（
ワ
ヤ
ネ
）』、共
著
に
『
帝

国
の
遺
産
と
現
代
国
際
関
係
』
な
ど
。

内
戦
拡
大
の
危
機
迫
る
エ
チ
オ
ピ
ア

―
―
テ
ィ
グ
ラ
イ
戦
争
一
年
の
評
価

流
動
化
す
る
ア
フ
リ
カ
情
勢
①
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解
禁
さ
れ
て
以
降
、
支
持
を
拡
大
し
て
き
た
諸
野
党
の
躍
進
が
期
待

さ
れ
た
が
、
獲
得
議
席
は
一
五
議
席
に
と
ど
ま
っ
た
。
与
党
繁
栄
党

の
躍
進
の
背
景
に
は
、
テ
ィ
グ
ラ
イ
戦
争
に
よ
り
ア
ビ
ィ
政
権
支
持

が
拡
大
し
た
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
は
じ

め
欧
米
の
選
挙
監
視
団
が
不
参
加
と
な
っ
た
こ
と
、
ま
た
ア
フ
リ
カ

連
合
（
Ａ
Ｕ
）
の
選
挙
監
視
団
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
若
年
層
の
選

挙
人
登
録
が
限
定
さ
れ
た
こ
と
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
も
そ
も
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
と
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
を
率
い
る
ア
ビ
ィ
首
相

は
、一
九
年
一
一
月
ま
で
当
時
の
与
党
エ
チ
オ
ピ
ア
革
命
民
主
戦
線（
Ｅ

Ｐ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
）
に
と
も
に
参
加
し
て
い
た
。
四
つ
の
民
族
政
党
の
連
合

で
あ
る
Ｅ
Ｐ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
が
中
心
と
な
っ
て
一
九
八
九
年

に
結
成
さ
れ
、
九
一
年
に
当
時
の
軍
事
政
権
を
倒
し
て
以
降
、
エ
チ

オ
ピ
ア
政
治
の
中
核
を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
主
導
に
よ

る
約
三
〇
年
の
統
治
に
民
衆
の
不
満
が
高
じ
た
結
果
、
与
党
Ｅ
Ｐ
Ｒ

Ｄ
Ｆ
は
イ
メ
ー
ジ
刷
新
を
狙
っ
て
、
当
時
弱
冠
四
一
歳
の
若
手
政
治

家
だ
っ
た
ア
ビ
ィ
氏
を
一
八
年
四
月
に
首
相
に
選
出
。
そ
の
後
ア

ビ
ィ
首
相
は
、
一
九
年
一
一
月
に
Ｅ
Ｐ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
の
解
党
と
新
た
に
繁

栄
党
の
結
成
を
突
然
発
表
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
と
の
決
別
を
図
っ
た
。

　

与
党
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
は
、
閣
僚
ポ
ス

ト
を
失
う
な
ど
国
政
で
の
影
響
力
を
著
し
く
低
下
さ
せ
、
ア
ビ
ィ
政

権
に
対
す
る
反
発
を
強
め
た
こ
と
で
、
両
者
の
対
立
は
顕
在
化
し

た
。
戦
争
ま
で
の
一
年
間
、
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
は
戦
争
準
備
と
州
独
自
選
挙

の
実
施
、
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
と
南
部
の
反
政
府
勢
力
オ
ロ
モ
解
放
軍
（
Ｏ
Ｌ

Ａ
）
と
の
連
携
な
ど
を
進
め
、政
府
と
の
緊
張
関
係
は
徐
々
に
高
じ
、

二
〇
年
一
一
月
の
戦
争
勃
発
に
つ
な
が
っ
た
。

反
政
府
勢
力
に
よ
る
首
都
侵
攻
の
可
能
性

　

テ
ィ
グ
ラ
イ
戦
争
は
、
今
年
七
月
以
降
、
テ
ィ
グ
ラ
イ
防
衛
軍
の

南
進
が
続
き
、政
府
は
危
機
感
を
強
め
て
い
た
。国
政
選
挙
の「
圧
勝
」

で
政
権
基
盤
を
盤
石
に
し
た
政
府
は
、
一
方
的
に
行
っ
た
六
月
の
停

戦
宣
言
を
撤
回
し
、
八
月
一
〇
日
か
ら
政
府
軍
と
テ
ィ
グ
ラ
イ
防
衛

軍
の
戦
争
が
公
式
に
再
開
さ
れ
た
。
劣
勢
と
な
っ
た
政
府
は
、
正
規

の
軍
隊
の
み
な
ら
ず
、
一
部
の
州
で
は
一
般
人
に
武
器
の
使
用
許
可

を
与
え
て
民
兵
組
織
へ
の
参
加
を
促
し
、
ま
た
多
く
の
若
者
を
兵
力

と
し
て
動
員
す
る
措
置
を
取
り
始
め
た
。

　

な
り
ふ
り
構
わ
な
い
戦
争
対
応
は
、
ア
ビ
ィ
政
権
と
国
際
社
会
の

間
に
不
協
和
音
を
生
み
出
し
て
い
る
。
テ
ィ
グ
ラ
イ
戦
争
下
で
政
府

が
エ
リ
ト
リ
ア
軍
の
参
戦
を
黙
認
し
た
こ
と
は
、
早
く
か
ら
国
際
社

会
か
ら
批
判
さ
れ
た
。
エ
リ
ト
リ
ア
軍
は
そ
の
後
一
度
も
完
全
撤
退

す
る
こ
と
な
く
、
現
在
も
テ
ィ
グ
ラ
イ
西
部
に
展
開
し
て
い
る
と
報

じ
ら
れ
る
。
ま
た
戦
時
下
の
テ
ィ
グ
ラ
イ
州
の
住
民
に
関
し
て
深
刻

な
食
糧
不
足
が
報
じ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
連
は
じ
め
多
く
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の
国
際
支
援
組
織
に
よ
る
人
道
支
援
物
資
の
輸
送
が
政
府
軍
の
意
向

で
止
め
ら
れ
、
支
援
を
実
施
で
き
な
い
点
も
厳
し
く
批
判
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
政
府
批
判
が
高
ま
る
と
、
ア
ビ
ィ
政
権
は
九
月
末
に

エ
チ
オ
ピ
ア
で
活
動
す
る
国
連
職
員
七
名
の
国
外
追
放
を
発
表
し

た
。
そ
の
後
も
国
連
職
員
の
活
動
、
特
に
テ
ィ
グ
ラ
イ
州
へ
の
人
道

支
援
を
阻
害
す
る
動
き
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
国
連
人
権
委

員
会
に
よ
る
戦
争
下
の
被
害
な
ど
に
関
す
る
調
査
は
受
け
入
れ
る
一

方
で
、
国
連
や
Ｅ
Ｕ
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
が
提
案
す
る
戦
争
終
結
の
た

め
の
和
平
交
渉
に
は
、
ア
ビ
ィ
政
権
は
参
加
を
拒
否
し
て
い
る
。

　

現
在
は
Ａ
Ｕ
に
よ
り
調
停
が
試
み
ら
れ
て
い
る
が
、
難
航
は
必
須

で
あ
る
。
Ａ
Ｕ
の
特
使
と
し
て
元
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
大
統
領
の
オ
ル
セ

グ
ン
・
オ
バ
サ
ン
ジ
ョ
氏
が
紛
争
調
停
の
交
渉
に
当
た
っ
て
お
り
、

一
一
月
初
旬
に
は
テ
ィ
グ
ラ
イ
州
で
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
の
デ
ブ
レ
ツ
ィ
ヨ
ン

党
首
と
の
会
談
も
持
た
れ
た
。
ま
た
オ
バ
サ
ン
ジ
ョ
氏
は
ア
ビ
ィ
首

相
と
も
会
談
を
持
っ
た
が
、
紛
争
当
事
者
の
両
者
と
も
武
力
に
よ
る

問
題
解
決
の
方
針
を
崩
さ
な
い
点
を
指
摘
し
、
和
平
交
渉
の
た
め
に

は
停
戦
が
必
要
不
可
欠
と
の
見
解
を
示
し
た
。
ア
メ
リ
カ
や
国
連
も

Ａ
Ｕ
が
主
導
す
る
紛
争
の
調
停
を
支
援
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
停

戦
や
対
話
に
よ
る
紛
争
解
決
に
及
び
腰
な
ア
ビ
ィ
政
権
の
態
度
を
軟

化
さ
せ
る
た
め
に
、
隣
国
ケ
ニ
ア
の
影
響
力
を
期
待
し
て
、
ブ
リ
ン

ケ
ン
国
務
長
官
が
ケ
ニ
ア
を
訪
問
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
一
月
一
四

日
に
は
ケ
ニ
ア
の
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
大
統
領
が
エ
チ
オ
ピ
ア
を
訪
問
し
、

ア
ビ
ィ
首
相
と
会
談
を
行
っ
た
。
一
連
の
交
渉
の
結
果
や
進
展
に
つ

い
て
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
が
、
紛
争
停
止
に
向
け
た
政

治
交
渉
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
一
九
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
ア
ビ
ィ
首
相
だ
が
、
国
連
や
国
際
社
会
と
の
関
係
は

悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　

他
方
で
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
も
、
拠
点
で
あ
る
テ
ィ
グ
ラ
イ
州
の
み
な
ら
ず

隣
州
に
も
侵
攻
し
、
ま
た
南
部
オ
ロ
モ
の
Ｏ
Ｌ
Ａ
と
提
携
し
、
南
北

か
ら
首
都
挟
撃
を
狙
う
な
ど
、
政
権
を
脅
か
し
て
い
る
。
ア
ビ
ィ
政

権
は
、
テ
ィ
グ
ラ
イ
戦
争
勃
発
直
後
に
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
と
Ｏ
Ｌ
Ａ
の
連
携

を
公
式
に
非
難
し
、
さ
ら
に
今
年
五
月
に
は
国
会
に
お
い
て
両
者
を

テ
ロ
リ
ス
ト
組
織
に
指
定
し
た
。
同
政
権
は
昨
年
六
月
以
降
、
両
者

の
連
携
を
警
戒
し
た
が
、
テ
ロ
リ
ス
ト
指
定
し
た
こ
と
で
そ
の
活
動

の
監
視
や
制
限
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
。
し
か
し
一
一
月
に
は
、
ア

ビ
ィ
政
権
打
倒
で
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
と
Ｏ
Ｌ
Ａ
は
新
た
に
七
つ
の
反
政
府
勢

力
と
同
盟
を
結
ん
だ
こ
と
を
発
表
し
、
戦
争
の
最
終
目
標
が
エ
チ
オ

ピ
ア
の
中
央
権
力
の
奪
還
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
っ
て
き
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
や
Ｏ
Ｌ
Ａ
が
侵
攻
し
た
地
域
に
お
け
る
深
刻
な
戦
争
被

害
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
戦
争
下
の
一
般
市
民
の
被
害
拡
大
は
看
過

で
き
な
い
。
今
年
一
一
月
、
テ
ィ
グ
ラ
イ
防
衛
軍
が
首
都
か
ら
約

二
〇
〇
キ
ロ
地
点
ま
で
侵
攻
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
ア
ビ
ィ
政
権
は
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一
一
月
三
日
に
全
土
に
非
常
事
態
宣
言
を
出
し
た
。
政
府
は
八
月
に

続
い
て
国
民
に
戦
争
参
加
を
推
奨
し
、
治
安
情
報
の
提
供
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。
今
年
六
月
以
降
、
首
都
に
居
住
す
る
テ
ィ
グ
ラ
イ
人
に

対
す
る
身
柄
拘
束
や
行
政
に
よ
る
監
視
が
強
化
さ
れ
て
お
り
、
テ
ィ

グ
ラ
イ
防
衛
軍
の
侵
攻
の
進
展
次
第
で
は
、
首
都
の
テ
ィ
グ
ラ
イ
人

が
よ
り
深
刻
な
人
権
侵
害
を
被
る
可
能
性
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

他
方
、
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
が
エ
チ
オ
ピ
ア
各
地
に
支
持
基
盤
を
持
つ
他
の

反
政
府
勢
力
と
同
盟
を
結
び
、
首
都
に
攻
勢
を
か
け
て
政
権
に
挑
戦

す
る
現
在
の
動
き
は
、
一
九
九
一
年
の
Ｅ
Ｐ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
に
よ
る
軍
事
政

権
崩
壊
と
政
権
交
代
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
し
か
し
Ｅ
Ｐ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
政
権

下
の
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
に
よ
る
圧
政
に
対
し
て
、
エ
チ
オ
ピ
ア
人
は
非
常
に

強
固
な
反
発
心
を
持
っ
て
い
る
。
仮
に
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
や
同
盟
勢
力
が
武

力
に
よ
る
政
権
交
代
を
果
た
し
て
も
国
民
の
支
持
を
得
る
こ
と
は
難

し
く
、
エ
チ
オ
ピ
ア
全
土
の
混
迷
に
つ
な
が
る
と
予
見
さ
れ
る
。

Ａ
Ｕ
を
中
心
と
し
た
紛
争
調
停
は
進
む
か

　

テ
ィ
グ
ラ
イ
戦
争
は
戦
争
発
生
一
年
で
、
北
部
の
地
域
紛
争
か
ら

エ
チ
オ
ピ
ア
全
域
を
巻
き
込
ん
だ
内
戦
に
発
展
し
、
予
断
を
許
さ
な

い
事
態
が
続
く
。
国
際
社
会
は
即
時
停
戦
と
対
話
に
よ
る
問
題
解
決

を
戦
争
当
事
者
す
べ
て
に
呼
び
掛
け
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
を
見
て
も
ア
ビ
ィ
政
権
と
Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
の
両
者
と
も
強
硬
な
態
度

を
示
し
て
お
り
、
調
停
は
難
航
が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
は
、
Ａ
Ｕ
を

中
心
と
し
た
紛
争
調
停
の
進
展
に
最
も
多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
以
降
、
東
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
解
決
に
は
、
Ａ
Ｕ
の
み

な
ら
ず
東
ア
フ
リ
カ
の
地
域
機
構
で
あ
る
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｄ
が
、
南
北
ス
ー

ダ
ン
の
内
戦
終
結
な
ど
に
主
要
な
影
響
力
を
行
使
し
て
き
た
。
Ｉ
Ｇ

Ａ
Ｄ
に
お
け
る
エ
チ
オ
ピ
ア
の
貢
献
は
大
き
か
っ
た
も
の
の
、
今
回

は
そ
の
エ
チ
オ
ピ
ア
が
紛
争
当
事
者
と
な
っ
て
お
り
、
東
ア
フ
リ
カ

に
お
い
て
エ
チ
オ
ピ
ア
に
代
わ
り
、
紛
争
解
決
の
調
停
を
担
う
国
が

台
頭
し
て
く
る
か
ど
う
か
、ま
だ
定
か
で
な
い
。エ
リ
ト
リ
ア
の
テ
ィ

グ
ラ
イ
戦
争
へ
の
参
戦
に
加
え
、
ス
ー
ダ
ン
に
お
け
る
軍
事
ク
ー
デ

タ
ー
も
発
生
し
、
南
ス
ー
ダ
ン
や
ソ
マ
リ
ア
の
情
勢
も
不
安
定
な
ま

ま
で
あ
る
。
北
東
ア
フ
リ
カ
の
安
定
に
は
大
国
エ
チ
オ
ピ
ア
の
安
定

化
は
不
可
欠
で
あ
り
、
Ａ
Ｕ
、
国
連
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の
働
き
か
け

も
多
方
面
か
ら
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
ビ
ィ
政
権
と

Ｔ
Ｐ
Ｌ
Ｆ
双
方
と
も
に
武
力
に
よ
る
問
題
解
決
の
方
針
を
放
棄
し
な

い
限
り
、
一
連
の
外
部
勢
力
に
よ
る
働
き
か
け
も
奏
功
し
な
い
。
軍

事
的
緊
張
が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
多
く
の
一
般
市
民
の
被
害
を
こ
れ

以
上
拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
、
紛
争
当
事
者
双
方
の
対
立
を
緩
和
さ

せ
る
た
め
の
高
度
な
交
渉
が
必
要
と
な
る
。
エ
チ
オ
ピ
ア
全
域
を
巻

き
込
む
内
戦
に
発
展
し
た
テ
ィ
グ
ラ
イ
戦
争
の
今
後
の
推
移
は
予
断

を
許
さ
な
い
。
●




